
生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組
合
理
事
長 

山
﨑 

栄
子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自衛隊の憲法明記問題が示す未来図 

－戦う自衛官を支える社会への道 
 

２
０
１
９
年
７
月
に
実
施
さ
れ
た

参
議
院
選
挙
の
結
果
、
自
民
党
は
９

議
席
を
失
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

安
倍
首
相
は
勝
利
し
た
と
ば
か
り
に

世
論
は
改
憲
に
イ
エ
ス
だ
と
う
そ
ぶ

い
て
い
る
。
な
に
が
あ
ろ
う
と
も
、
改

憲
実
績
を
残
し
た
い
と
い
う
の
が
彼
の

最
大
の
目
標
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は

民
意
を
捻
じ
曲
げ
て
も
構
わ
な
い
と

考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

２
０
１
８
年
３
月
、
安
倍
首
相
率

い
る
自
民
党
の
憲
法
改
憲
推
進
本
部

は
４
項
目
か
ら
な
る
改
憲
条
文
素
案

を
ま
と
め
た
。
自
衛
隊
の
明
記
、
緊
急

事
態
条
項
の
導
入
、
参
院
合
区
解
消
、

教
育
環
境
の
整
備
（
以
前
は
「
高
等
教

育
の
無
償
化
」
と
主
張
し
て
い
た
が
、

そ
の
後
変
更
）
で
あ
る
。
野
党
の
賛
同

を
得
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
以
外
が
項
目

案
と
し
て
出
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
、

す
で
に
自
民
党
が
前
々
か
ら
狙
っ
て

き
た
憲
法
24

条
（
家
庭
生
活
に
お
け

る
個
人
の
尊
厳
と
両
性
の
本
質
的
平

等
）
の
「
改
正
」
を
主
張
す
る
声
も
党

内
か
ら
出
て
い
る
。 

 

４
項
目
の
う
ち
自
民
党
の
本
命
は

自
衛
隊
の
明
記
と
緊
急
事
態
条
項
の

導
入
で
あ
る
。
な
お
、
憲
法
学
の
観
点

か
ら
す
る
と
、
残
り
の
２
項
目
は
法

律
の
改
正
に
よ
り
対
応
で
き
る
。
紙
幅

の
関
係
か
ら
、
本
稿
で
は
自
衛
隊
の
明

記
が
社
会
に
与
え
う
る
影
響
に
つ
い

て
の
み
取
り
上
げ
る
。 

 

自
衛
隊
の
明
記
は
、
集
団
的
自
衛

権
の
行
使
に
か
か
る
海
外
派
兵
、
防
衛

費
の
増
加
、
防
衛
装
備
の
拡
充
等
を

容
易
に
し
、
軍
事
優
先
社
会
を
つ
く
る

道
に
つ
な
が
る
な
ど
、
多
面
的
な
影
響

を
与
え
う
る
。
改
憲
が
な
さ
れ
て
も
そ

の
翌
日
か
ら
社
会
が
大
き
く
変
わ
る

わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

影
響
の
積
み
重
ね
が
、
憲
法
が
本
来

的
に
め
ざ
し
て
き
た
基
本
的
人
権
の

尊
重
に
基
づ
く
平
和
な
社
会
の
構
築

を
阻
む
こ
と
に
な
る
。 

憲
法
規
定
に
明
白
に
反
す
る
形
で

海
外
で
の
武
力
行
使
を
可
能
に
し
た

安
保
法
制
に
よ
り
、
戦
闘
目
的
で
自

衛
隊
が
派
兵
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

〈
勇
敢
に
〉
戦
う
自
衛
隊
・
自
衛
官
を

称
え
る
こ
と
が
美
徳
で
あ
る
か
の
よ

う
な
価
値
観
が
社
会
に
広
が
る
こ
と

に
な
る
。
そ
れ
に
違
和
感
を
覚
え
る
者

や
抗
う
者
は
「
愛
国
心
の
な
い
非
国

民
」
と
揶
揄
さ
れ
、
つ
ま
は
じ
き
に
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
自

衛
官
の
家
族
は
、
自
ら
ま
た
は
他
者
の

命
を
危
険
に
さ
ら
し
な
が
ら
海
外
で

戦
う
親
や
子
、
き
ょ
う
だ
い
が
任
務
を

全
う
で
き
る
よ
う
に
心
の
支
え
に
な

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

そ
れ
が
家
族
の
〈
当
然
〉
の
役
割
で
あ

る
か
の
よ
う
に
。 

自
衛
隊
関
係
者
が
多
数
住
む
北
海

道
で
自
衛
隊
の
憲
法
明
記
問
題
に
つ

い
て
考
え
る
際
に
は
、
家
族
の
構
成
員

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
・
き
よ
す
え 

あ
い
さ 

 

１
９
７
２
年
生
ま
れ
。
山
口
県
出
身
。
大

阪
大
学
助
手
、
同
助
教
、
島
根
大
学
講
師
を

経
て
２
０
１
１
年
10

月
よ
り
現
職
。
専
門
は

憲
法
学
、
家
族
法
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
法
学
。
特

に
憲
法
24

条
の
平
和
主
義
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
暴
力
等
を
研

究
。
近
著
と
し
て
『
安
倍
改
憲
・
壊
憲
総
批

判 

憲
法
研
究
者
は
訴
え
る
』（
共
著
、
八
月

書
館
、
２
０
１
９
年
）
、
『
自
衛
隊
の
変
貌
と

平
和
憲
法
ー
脱
専
守
防
衛
化
の
実
態
』
（
編

著
、
現
代
人
文
社
、
２
０
１
９
年
）
、
『
平
和

と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
正
義
を
求
め
て
ー
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
に
希
望
の
灯
火
を
』
（
編
著
、
耕

文
社
、
２
０
１
９
年
）
等
。 
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の
個
々
の
思
い
が
ど
う
で
あ
れ
、
家
族

と
し
て
の
意
思
が
国
家
の
思
惑
に
沿

う
形
で
統
一
さ
れ
て
い
く
こ
と
の
暴

力
性
に
向
き
合
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ

う
し
た
暴
力
に
黙
っ
て
耐
え
る
の
か
否

か
。
わ
た
し
た
ち
は
い
ま
、
己
の
意
思

を
毅
然
と
示
す
か
ど
う
か
の
岐
路
に

立
た
さ
れ
て
い
る
。 

 

｢

ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
」
に
よ
っ
て
成
長

を
抑
え
る
遺
伝
子
を
壊
し
て
巨
大
化
し

た
魚
や｢

血
圧
上
昇
を
抑
え
る
ト
マ
ト
」

等
流
通
を
め
ざ
し
て
研
究
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。 

  

一
つ
の
遺
伝
子
の
働
き
を
人
為
的
に

止
め
る
こ
と
で
他
の
遺
伝
子
に
悪
影
響

を
及
ぼ
し
か
ね
な
く
、
人
へ
の
ア
レ
ル
ギ

ー
や
自
然
界
へ
の
遺
伝
子
汚
染
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
科
学
的
証

拠
が
充
分
で
な
い
「
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
」

を
応
用
し
た
食
品
を
表
示
す
る
こ
と
な

く
流
通
す
る
こ
と
は
、
食
の
安
心
・
安
全

を
脅
か
す
大
き
な
問
題
で
す
。
長
期
に

わ
た
り
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
を
摂
取
し
た

場
合
、
体
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ

す
の
か
、
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
予
防

原
子
力
機
構
が
北
海
道
と
幌
延
町
に

２
０
２
８
年
度
ま
で
研
究
期
間
の
延
長

を
申
し
入
れ
、
北
海
道
は
三
者
に
よ
る

｢

確
認
会
議
」
を
開
い
た
も
の
の
、
道
民

か
ら
の
疑
問
・
質
問
に
充
分
応
え
る
こ
と

な
く
、
11

月
６
日
会
議
を
終
了
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
道
は
確
認
会
議
の
結
論
に

対
し
て
道
民
意
見
の
圧
倒
的
多
数
が
反

対
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
声
を

全
く
無
視
し
、
知
事
が
「
研
究
延
長
」
容

認
を
表
明
し
た
こ
と
は
、
結
論
あ
り
き

と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
決
し
て
認
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

次
世
代
に
核
の
な
い
社
会
を
つ
な
ぐ

た
め
、
幌
延
の
「
研
究
延
長
」
容
認
の
即

時
撤
回
、
当
初
計
画
通
り
研
究
終
了
、

埋
め
戻
し
を
強
く
求
め
て
い
き
ま
す
。 

２
０
０
０
年
に
北
海
道
と
幌
延
町
、
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
（
以
下
、

原
子
力
機
構
）
は
、「
研
究
期
間
を
20
年
程
度
」
を
前
提
と
し
て
三
者
協
定
を

交
わ
し
ま
し
た
。
原
子
力
機
構
は
「
19
年
度
末
ま
で
に
研
究
終
了
工
程
や
埋
め

戻
し
に
つ
い
て
決
定
す
る
」
と
説
明
し
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
19
年
８
月
、

突
然
「
研
究
延
長
」
計
画
案
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
12
月
10
日
、
鈴
木
北
海
道

知
事
が
延
長
を
容
認
し
た
こ
と
か
ら
、
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
知
事
に
対
し
、

緊
急
抗
議
・
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。 

清末 愛砂 

クローズアップ 

全国計（89名） 

( )内は議員数 

2019年 10月現在 

市民ネット 3 つのルール 
 

●議員は、交代制(ローテーション)  
２期８年を基本とし最長３期 12 年とす
る。議員を職業化、特権化せず、市民の
議会参加を広げます。  

●議員の報酬は、みんなで管理  
議員を議会活動の担当者として位置づけ
ています。議員の報酬は市民の活動費と
しています。  

● による選挙
お金のかかる選挙は利益を生むもとにな
ります。みんなでお金(カンパ)と知恵と
労力(ボランティア)を出し合って選挙を
行い、政治に参加する人を広げます。 

 

市民ネットワーク北海道とは 
 

札幌市、北広島市に 3名の議員を擁する市民の政治団体です。

政治は、生活を豊かにする「道具」です。市民ネットワークの

議員は、市民の声を政治の場に届ける「代理人」として、政治

と生活をつなぎます。現在、７都県ネットと連携し、ともに地

域から政治を変える活動をすすめています。 

  北広島市議会議員   札幌市議会議員  

石川 さわ子   鶴谷 さとみ   佐々木 ゆりか 

全国に広がる市民政治ネットワーク 

市民ネットワーク北海道（３名） 

札幌市１名、北広島市２名 

東京・生活者ネットワーク（42 名） 

神奈川ネットワーク運動（15 名） 

市民ネットワーク千葉県（16 名） 

 

埼玉県市民ネットワーク（6 名） 

茨城ネットワーク運動連絡会 (5 名) 

信州生活者ネットワーク（1 名） 

ふくおか市民政治ネットワーク（7 名） 
 

 

特
定
遺
伝
子
を
狙
っ
て
操
作
す
る
「
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
」
は
、
標
的
外
の
遺
伝

子
も
破
壊
し
、
細
胞
本
来
の
組
成
を
変
え
る
危
険
性
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
10
月
か
ら
、
国
へ
届
け
出
を
行
え
ば
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
の
販
売
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
Ｅ
Ｕ
で
は
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
と
同
様
に
ゲ
ノ
ム
編
集
食

品
の
規
制
も
行
っ
て
い
ま
す
。
消
費
者
の
選
ぶ
権
利
を
保
障
す
る
た
め
、
国
は
、

環
境
影
響
評
価
や
食
品
安
全
性
審
査
、
食
品
表
示
を
義
務
づ
け
る
べ
き
で
す
。 

原
則
に
基
づ
い
た
規
制
を
整
備
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

今
後
も
国
に
は
、
食
の
安
全
ひ
い
て
は

国
民
の
生
命
と
健
康
を
守
る
義
務
を
放

棄
す
る
こ
と
な
く
、
適
正
な
規
制
管
理

ル
ー
ル
の
確
立
を
求
め
て
い
き
ま
す
。 

全
国
の
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
と
と
も
に
市
民
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
も
署
名
活
動
を
展
開
。 

 
－市民の視点で議会改革－ 

「海外視察費」廃止を！  

札幌市議会の海外視察費については、2010 年度から凍結し、

奨学金に活用されてきました。しかし、「地方創生や五輪招致の参

考になる先進地を見ることが大事」として 16 年に凍結解除され

ました。札幌市においては、子どもの貧困や超少子・高齢社会に

おける様々な課題が山積しています。約 1 兆 7 千億円の市債残

高があり、厳しい財政状況の中、議員特権である「海外視察費」

(総額最大 5,440 万円）は廃止すべきです。海外視察が必要であ

れば 1 か月 40 万円の政務活動費を活用し、税金の使い途として

は、子育てや教育、福祉を優先すべきです。 

市民の声が反映され、開かれた議会への取り組みがすすむよう

活動していきます。 

11･

23
幌
延
デ
ー
北
海
道
集
会
で
は
、 

全
道
か
ら
９
０
０
人
が
結
集
し
ま
し
た
。 

（
幌
延
町
に
て
） 

食
の
安
心
・
安
全
を
脅
か
す 

ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
に
Ｎ
Ｏ
！ 

  

幌
延
を
「
核
の
ゴ
ミ
」
の 

最
終
処
分
場
に
し
な
い
！ 

市民ネットが 
      提案・実現！ 

 
・政務活動費の全面公開 

・議員年金の廃止 

・費用弁償の廃止 

 


